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;~I之 fe( o.c.μ)3 i IJ.、 Fb-qb.ペミAF F/制Y、灯、 f，yy得射後約主的向)が、IJ心のわ

ずかゆ離才tK またC乙(C乱c.a).3 I二つけて IJ 、例印刷白、 q/~~y μY、9:syが、これるご‘
〈わ可か小離~)小~， s川wc.ac.)みでは、ヂ71'-9うt6 、 ?~!1o- 術t Tc，.、 /y.~，匂 I 11'-7 Nd， 87-'1S/"私_9，刈Y
Rなr-什 ，P?)" (止崎|何倹)が、れずす¥ft，J雌された。ニ臥うは昇2存分高島按和、4悉乙てそ-"1
'i +~午レ r ト白体が:昇率して\，る二七が考乙られる。
;更に昇華(生鑑イ'ft，照射佼A試粁に?ι色トレて昇華府脅監左行フ R競合ずIJ、!3a(aco.ι)之、

だ(a.c.μ)tA J"うにキィり十ィキレート白体昇fしむ 11も《七る、 xr(tIιa乙M 琵企て'は、 Fち-
971r必 I~!?U、州y、段Y、 ωy 辱め挟謹(}\1.ト離をみた。ま尺、二点 t; 4変檀A 砂離/げ一 /1ヨ、
Y(acaι)主、 c.eCa.はι)，3、 Sr(μac，).2~てき l司じようにみ与~てた。 y(州p与を現住錯品仁した
場合τ|在、これも円Uく130.(a c. 0.ι)λ、!((a.aι)て'fj9をt-9俗、匂e，/:向缶、仰Y、似Y、作y~
が身離ヴ似た (Fìa ，~えまたその胞のキ々、y 子ャー干し J 卜錯イネの場企ても、ほほ同じ核樺
の持灘/げ一斗てあヮ K~
こ臥らの小離結果から、存街宝鑑4手《照射:後ハ現te初来(二つ 1¥τIJ、J&，射崎l二，存在する

千々、γートャ干しートの種類よ 1)-D昇華併に怠丘ずる緒体内檀績によ勺て、ゆ離殺穫が丈き

く影響されるニヒが判る.二点 IJ昇華昨に柏えられる劃れ初案左jち揮する必専が~~.
3 氏、I{l!，尉殺に加ゐる昇華性~体ハ、任時安，ftおよゲ?の禿柏量の持満款檀へおよ l刊影響

(二つ 11ても梗釘したい。
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P02 tlろいろな空坂反た 1-:::f.:. t 1 す~ jgFの医伊t経程([)

(据祈)0野崎正・定本正予

〔目的] l'lf l ël:~ヒ掌ち|ま r め、核百三学、援学等広い必野でイ史われ香魚市な殺穆で'あり
、 /8F 1:ぽの慌の I!p の反抗~.程在知る乙ヒ l手、攻めよっぜ哀を・室要でl (fラ否。 U) ~体感
動rl:::'ふ1) 18F 左骨量進す 3 時のタ三ゲット窃のデザイシ lニ希l有 rtf青報とな~ o (包)自在意の宥

I牽殺を故事「イビφ杵名、内務官長案 b愛面隊宗左園事'Il:::fe撃したリと乏の碁率的=j.;戸タ ιずB

(3) ---依能主義のま訴す事反;t'1ニたりす事前方 I9.隊第緩ち推理'171aιて"7有力ザ視弗と

なる。 的事.轍絡葬と乞ちt)存1孟(減t&殺が形或されると仮危Lて草色〉色のぱ〉場企I;J".、{友危の

章弘前寵胆喜色兎え3主て、.喫味探1I1.以Lのような手堅由がら、実め橋良お1:::'より主択す 3
!fpの反re帝拳芭効lゑ1...-[，:;.・
f60(初ろp)'IF) 16Q(Cもpη)'今二) /8'O(p)n)f3F) N色(孔，cJ.)I/Jfう Nε(3HesPYfF. 

ニのうちめ f 静I(j.、 6f持の本名付脅会で報者し 7三tJ'、 αきつづき他め反応ιつLJ<:護q包左記
3し、棋をの南渉包見bf::. め 1::: 、まとめ之寺広告~ d. 
〔若~J Sl02の鶏幌手?うl歩末すン勢島中で古献した aF左、 i高純$.ケイ事級中 1::夜舵

人知さ住、ケイ号車在μffVZ..ß.学ム~ I~ エッ十 L て、ェ、v 十点中のゆとケイ告とを主
意し 1ぅ，務処l<f.呼*説るし7三iil}?_"あ3.0 
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Tab1巴1. Forward Recoi1 Energy and Forward Recoi1 Range (in Si) of "'F 

Forward Recoi 1 Energy Forward Recoi 1 Range 

Formation E i nci d. 01eV) (mg/cm
2 

i n Si) 
Reaction 

( MeV) 
Max. Mi n. 

Highest Highest 
Di stri bn. Distribn. 80% Stop 

160 ( 3H巴，p) 18F 
8 3.15 O. 17 1. 20 0.3 0.45 

14 5.29 0.35 2.09 0.4 0.65 

160(α， d) 18F 12.89 3. 12 

160(α， pn) 
35 6.30 1.0 1.5 

10.59 2.04 

180(p，n) 18F 5.2 0.93 0.003 0.26 0.1 0.25 

20Ne( d，α) 18F 6 3.58 ー0.31 0.45 0.45 

20N巴(3He，αP)18F 20 8.91 -0.02 2.04 0.2 0.7 

-EょっLq
d
 



P03 ナjゑナストロボ電子ゆ光?去による1qワAuのNEE丁観測

(阪大捜)音在清輝 .0有藤亘 .0篠原厚・森本聡

(駄教養)定111隆一

(阪久工)哀克己藤岡弘・中前幸治藤京樗

NEET (電子遷移による核励起)1京、これまず問'Os( I電子と核の粗~作用 lき E 2 )と

Z刊 t(E 1 )といおいて晃弘ざれてわり、次!こ碓矢的指互作用(特 [~M 1 )につい Tの知

晃が望まれる 19つhは1:::1吉、図 11-;:示すよう 1:::、lくM1電ラ

選秒 1:::非常 I:::i丘ぃエネ lレキ」を持つ成遷移が‘あり、 台、つ両

若の今主友がM 1と等しいのてヘ NEETの来件 t'::ン萌足され

τいる. モこてヘ l守7Av..における rvt1相互イ宋府v-.ふる NEE

Tの石ift程在符td-う乙とにする.

1'i7Au_ (::ぁ・ IJるNeETの枝虫 l二I<t-， NEET ("励起ざれる玖

導体が半減期 1. 9 I1Sの短寿命今次一方!匙状態で‘ある友め、

先κl官90sで用い 1ミ成要・}生体の試射イじ;*.々 、.23ワトlpで用い伝中

間竿低からの V点のイレピ-T._' シレゲルス測定法 1;):有効

でl京佐山. その f三め、電ラ線を /ξ ルス照射して K較をイ大レ化し t後、励起核の失j舎の

襟i二放広ケut.る半現湖 1. ~憾の内部転機電子( c.e.)主観測すること K よって NHT屯検

:nするすJ去を採るニと K した. 岡目的のため 1'-特別1d:ナ);紗ストロポ電子分丸張置を嗣

発4製作し、 I11重次改良を重ねて支島貫主行なっている.

NEET観測の凍坦 図2I~~!験柴置の概略をjf.す. まず、よく集7をした 100同V電

子ピ-t，を備白番工(25' MHi!、直線偽印)によフてスリザトょで羊振動させて、幅f附周

期 20ns の J~ )1...スピーム主将生立せる. ニれを 1'1引はヲーゲザトに照射して 19マA品予の K

較をイ大ンイじする i):1-:"、

N.EETによって励起し作抹手

仕から液虫芯仇る c.e.(主瓦

ヴトの G.3除Vの工ネルギー宅わ

つい-ω1-:"注目する)程、入

具せ動と垂直 1::.置いたレジス?で

葉東したのち、備向是正 (2弓

f.!IH吾、直線倫向)I~ ょっ τ 再
び、スリ γ トょで単才尿動 ~tt 'Z

Jぞ1レス定取り:t.す. ニの備

雨量~I ヒ正の位相 jをの調師よ
夕、問スソザ卜ず経史する}¥

ルス粗互の E寺町晴報 E得五ニ
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とができる. 最後 I~ -7同庁置雄石ずら3k-eVの電予を

i差別し、 S1 (AlA)桟広悪(b '3 keVて午W卜1Mど 10l<eV) 

をイまって殺虫する. 殺虫暴』主力 l本M乙Aで‘モニタ

ーすると岡崎 iこ SCA( ら 3k~V愛子のピー 7 の fWf-j

MIミ蕗屯訣之)t通してマイケロコンピューター 1-;::

よってもデ、ータ収集ざ札る. この p.-e-oM Id:デ-

f収尊ヒ岡崎 l二、粋相患の制御で備向患のイ叫自業主

変化寸'(!;るニヒができ、それによりら3keV電矛の0.1
礼宮単{主の時間ぇぺク卜 lレを来日史で‘きる. このスぺ

7トル中 l乙、 LCj怖の偽1f.曲¥f.)良がまむ射されたなら、

モIill古 NEETによる竹同ν嘩イ江の励起κよるもので、

ある，

支験及が絹呆 非弾，住昔文台し竜手(KLM大{ジ‘エ

電ミテも令む)によるピークが、 2イ口広戒するように O

ーち0 1'19 の位相差について o.1 f1S 間隔て‘;~U .ltして図

ヨのスペヲト lレ主得る. モの 0，:;'-7位置より中'¥i、

住粗を決めた" ;~ I乙ピーク向の dfK注目し、 0、z
V1S南隔て‘各十ャネルの収ts寺1前を 4111s乙して令計

10)-1回えをした']ーゲヮト lま 10y.mJ専の会若

ず\~t射電丸l吉 45 ~A ずあった~五横~~l;かより注祐
幸P介在差し引いマ)¥'、yクグ、ラウレド屯除いたのが図

4 i.'，誤差が大きく T有芝、のイ直 l'd1専られてい右:ぃ.

ラ普持 IqヮAはでの NEET確争PIt、r(x)をX設

の寺住晴、 E'主棋と電予の M 1 .相互作用エネ lレギー、

ムを電予i産移ヒ核i墨特の工ネ lレギー差ヒして、

p :: [ 1十 r(M1)/r寸 (K)](E'jム)2 (1 ) 

k長め εれる. いま、 r(Ml)/r(K)= 0，42， A= 

103 

:， 

10 .・

100 

oL一一一一一一一一一-j' 

o 200 400 
CHANNEL NUMBER (lch=O・1nsec)

図:3. 63k.N電予の時間スぺケト

}レ 1::，0 - 7の茄梯 l之乙..e.の偽>t

也織のill.埠が期侍さ1ft.る，

1.5 

，---' 

1・0
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(
帥
且
U

し) 0 

国 0・5
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-43eV、さらに E'I串ー o 、 15~ν と概茸され五のく 図 4. 解析持果ヒ王里掛値(曲線)

P=I、マ xIO-1j tr与る. 本空耳食の寿{キ下で・校公ざ

れるべ・を C.e.のき十数字 C (q>s ) 民骨 子の 脅行E寺周を補正した仕組第をすヒしたじき、

(=2.8><IO+P回 p(ーヨ阿川0'8'f) =-0、48e.xp (-3ι吉xlO官ザ) (2) 

ヒ与り、モれを図 4""曳也議でff:.した. 間i1lで明らかひょう l乙、理論的予?~~1直k較べ、て

主馬鮮青蔑が十分r.;''c (~t:えない. これ l主 ~Q - 7の梯の割分に非弾性散乱電予が堤入し・τ
きたためヒ老えられるので、 2次ピ-4.条の再調整宅中 1じ、どした裳置の改良 l二窃めている.

その祷の軒分て‘のパ叩クグヲウ ν ドを拘 l 柿下 11' うる改良の~地があるので、 ニの改良 V，

よって 1'1ワA比におげる NEET主観剥できると期侍される.
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P04 忽短半現よ期久T主主用 1・.t>サイ 7ロトヮン

株式会社日非製鋼背加]主!"'*Pノ飯島官Z

!明智揖 tM岸 ~f 0ム田輝雄

1 . il学iてあ、，t~ R Iの牧判 Id.をわめてたきの.匡学，丙乏のみ息与すH守の診舟lてあ、J

てt.メミ〈剥用芝山て、、~ .これらの 77くlホ.厚子炉で主主主れる中身主子温剥核桔で .If

端接~ ;}・サペクロトロン7・7Ju3.皐z.L/tF-.荷}重税手の党射を同ゾ小r;F/宇牲字文撤司 RI~
無品特に主産布五乙どがでをき e マη 、t7-::. I'f. ! "(." 'tJ ，も r年ノchy弘fちゃ，1，吐，μT.Q
r 専の匡守的に主零瓜恒寿今4主権が歩く/宮寺れて、、否。三点与のうち n短半殺到~ 1であ

，) I 主零宝物件桶版元来7・わ 2陽電手放主放樟， '[.，ノ l加ylも，咋 114It未のX縛ι01枝誇l二

見 Lて砂守王国のよ}乞根号c.1i1を仮ソ，感嘉組織の戦目色 I 1耳4J~J-W，の制御減櫓を知 3ニビをす

告もK す~ -:.... t ずら，診断能刀を手擁旬 K何上~1!~ニ'c !1(明特芝れてい 3。ユ.J¥等の穴 E

主宰華tld両院内で製i主可従 l~ し R イピーザ-1 7ロトロンを当社が司粍し沢ので紹介r~ 0 

2..う~I瀬4 ; 卒業宣i事，博子工ネJレ吋ーで 10，...， eゾ，量得手工ネル苛--r711 e V 
j.1:畑違可悦であふピーム取t.レ半を1d:.30 (111. 1羽ソ，取士、レピ J ム電琉Iきり州であ

~"てゲネフト臥AVf聖を掠用し r 最大Jr 歪 l孟約 l 、 6 川川、翌ず￡ブノ放射:埠に対す 3
旬白色蔽~iJJ 乙 11イ o D ) を有事~ .衣掠患11- 4 5"'， 2 デイー方式ピレ J ヰ鳥取脊、司 Iトマ，(~
を i司~ft.め I ~v向調7正式教を~*-用し t得手 J1Tl l主主.2..停ノ主:f" ~ 1m!を4.i~ ~ l Lψ?o 

希子捺湾与は杷励線量判苦説明して. 1司法教の安定4L を閏フ τ 小~ .イオシヌ車 Ið:~持組 Pl 守
主町であソ，デベ 7レ7J -rt 直沈静電*，~fol 話武 f;f非同 L ていヨ・ R 工 11 ，マグネット
lR~pl~ 取付，t られたターケ、ァトポックス T生産さ札， R ~ J-.tt質業主1-::'よリ厳ι，壊£あ 3

ψrJ:ト弓ッ 7・之Jtゑ絞力"スイキヒ lt特らすt~ • 
.3 . 1:.在乞Lf\~忍短準抗期 R 工ー?と ι 半菰湖ユ o ，lff); 主主友JL1ま 1ち(_cÅ jY1)乞/

"13 l. d. I ユ悦)'ヒ J I叩ιrI r)、)'ヒ/7'd.ピの核反氏、が判明土れaI"このタ与件以 ιf/ a， ) 
lヒ及，;t.1ま!友舟収今が在、、裏 ，'1 - ケ‘ツトが椋V~~ すい事件ピ有利で~5 ・この友}Ì"l:.rrt
I 1も~)長 3窒宗方、スを 7 ーアットヒし 10 叶 e ゾ喝手 ι l' )で‘輝射す~ "空局し た'1ι協J-
rット方、、λ守]て現在t~j張事 E 反i.. して I 11(.， 0布、品ひ..t 0 2. ど仏~. 'loあるい除 '1(.02..

t 単純で伺~ )¥. 11-， ~長令註停を L仇 D 1" 轍ィιi~ 1J'，$.l'\l"還乙 1 三か Iてよフて1~学有?を
千うえ~ o 't rt i-r~.... ， 各樟荷料、札令均の秤、海:~レ 1;程標的であ~ . 'a.J元中 i司梓包して

lヒH30トII 't H 3 L I "(  1-12.0 r...尊をノ 7三シ¥ブ工) ~ ]レ息ピ 0メわレ告を導俸のノ同1'-主ク

t行く。 'lo2. rtゲリニア民たで"c有耗破をノ守政t3Æォttt (j.~ .1-t"1 トのを存~，J、
琶の水車をう長作させて制fす3と11(..1-14が主主主され，二小ι放射符d角fl唱i笠 l1三tJ，-h 
t ~ llrJ~亀し長白金融更井上主過すこピによって叶 1とはを主亀?芝~" 1¥1ι半報調 ¥O~ケ〉
;主主尻島内， 'l (_ &. ，供J川， 'bιp，ぁ)'tIf) 根友ルか:判明土、~~ .ゆfJ1-1) "t..匁i芝7
3場タは，アンそ zγ4こを得手で;守主射 Lt，1ラρofrtpμ 。;，の紗 ι して主~'2_れ 3 。
ニれを T心C}_3 ヒ山 0 1-1 η 還￡奇j の守 1控射しけι ど立 l~，-入.{\. . nll艶1ユヒ，約ヱ命!可

A斗

τヮ“内べυ



でをおの 70メがちNl-bビして何らt-l¥a・ユ中はお年匙訟的1¥..4Jl 用 t、芝~ . 

'b c.平署長錦2命);主産友Ær本， lね lot川〉も反Ìk ですま112 れ~. 7-ゲット!斗1¥笠氏t

MdLノ c}も，峨iι-JJ，え之JL必要どす主化}宇野k本物芝川。これらliI判

嘉手，循環ヌ寄託今秒前K~悶乞れ~ 0 年(半減期 1.， 0 Iit ) j :主注五ik捗/JelA."よ)'手
献で繋1~:~.~~ ・ L のは胡1勢4立し斥'8"flt食料状箆て滑られノ有料化冷切の棒瀬川
利?高音。特下棋の代詩4椋査h有知広咋-7'(} Q デ才宍シゲ}I.-コースが 製?‘芝~.
表.11'"__べY‘ーサイワ vトvンβιI0ワを(p-==- )0刊乙JI tA. -==-....，刊 eJ)Iて$って保

られ 3露経半減期 R工の繁きしをで示;.

表L Î~ ピーサイクロト v ンじみ ~RI製J主量

札場形 zネJt，.ギー(11.;;りピ-'-1害当岡崎)痩身T時珂L分) 吹雪(IIIU) 誌j主Loj~) 

EとO:?- Pこ'L5 5'0 bD 2:1.2..00  )' qq‘『

'1Jo; p ~ Cj.S- 5"0 40  2: :2マc ー
j 

c'もι d. : 5".9 5"0 2.0 

/8"下ょ c;{_ ~ !;"‘? >"，0 ニ!.-40 7 300 フ苛 0

ι-- 一 一
p ;碍手 J.. ì 主~-3-
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